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　皆さんが考えるイチゴの旬はいつでしょうか。その答えは、答え
る方の年代によって異なるかもしれません。私たちが日常的に食べ
ているイチゴは、多くの人が気づかないうちに少しずつ変化してき
ました。それは、研究者や育種家、栽培や流通に関わる人々の努力
と工夫の成果でもあります。本講義では、皆さんにもなじみの深い
「イチゴ」を題材に、DNAをキーワードとして３つの謎について考
えます。

　多くの生物種は両親から１セットずつのゲノムを受け継ぎ、２
セットの核ゲノムを持っている、二倍体です。一方、私たちが食べ
ている栽培イチゴ（Fragaria× ananassa）は、両親から４セット
ずつのゲノムを受け継ぎ、合計８セットの核ゲノムをもっている、
八倍体です。つまり、二倍体の生物種よりも多くの遺伝子セットを
もっていることになるので、遺伝様式が二倍体種に比べて非常に複
雑です。したがって、新しい品種を作る「育種」においても、八倍
体というゲノム構造が遺伝様式の解明を困難にする大きな壁となっ
てきました。

　イチゴは18世紀後半に、アメリカ大陸からもたらされた２つの
八倍体野生種、バージニアイチゴとチリイチゴを人工的に交雑する
ことで誕生しました。では、この２つの八倍体祖先種はどのように

して誕生したのでしょうか。ゲノム解析の結果、栽培イチゴのゲノ
ムは、少なくとも２つの二倍体野生種、F. vescaとF. iinumaeに
由来するとされています。残りの部分は未だ解明されていませんが、
一説ではF. nipponicaとF. viridisに由来する可能性が示唆され
ています。特に注目すべきは、日本にも自生するF. iinumaeの遺
伝子が、現在の栽培イチゴの構成要素として重要な役割を果たして
いる点です。すべての過程が明らかになったわけではありませんが、
イチゴ属のゲノムが世界規模で移動・融合し、現在の栽培イチゴが
成立したことは確かであるといえます。

　イチゴは、適切な環境下にあれば複数年にわたって個体を維持で
きる多年生植物です。さらに、種子だけでなく、ランナー（匍匐枝）
によるクローン増殖によって個体を増やすことができます。現在の
多くのイチゴ品種では、このクローン増殖によって苗を増やし、果
実生産が行われています。では、クローン増殖で増やした株は、元
の個体とは別の個体なのでしょうか。もし「同一のゲノムを有して
いること」を個体の一生と捉えるならば、ランナーによって更新さ
れ続けるイチゴは、半永久的に生き続ける存在ともいえます。この
ように、イチゴの一生は私たちヒトとは異なる観点から捉えること
ができます。身近なイチゴ一つをとっても、多様な角度から考える
ことで多くの気づきが得られます。皆さんもぜひ、身近な生物につ
いてじっくり考えてみてください。
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DNAでたどるイチゴの謎

謎1：８つのゲノムを持つ「八倍体」

謎2：イチゴの誕生

謎３：イチゴの一生はどこからどこまで？

ヒト イチゴ
ゲノム＝染色体に含まれる全ての遺伝子情報
ヒトは23本の染色体が１セットで両親から受け継ぐ

両親のゲノムが混ざり合って半分が次の世代へ

イチゴは両親から4セットずつのゲノムを受け継いで
８セットのゲノムを持っています


